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データを活用したサプライチェーンモデルデザイン
－調達・製造・物流コスト、リスク、TAXを考慮したトータルコストシミュレーション－

企業が競争力を維持・向上するためには、常に事業戦略と適合したサプライチェーンを保有しておく必要があります。その

ためには、事業戦略と適合した拠点の配置、物流ルート、生産拠点への製品アロケーションなど（サプライチェーンモデ

ル）を適切に設計することが必要です。しかしながら、グローバル化の進展、水平分業化の推進などにより、企業のサプラ

イチェーンは複雑化しており、事業戦略との適合性を評価することは容易ではありません。また、サプライチェーンの重要

な評価指標であるコストについては、グローバル化に伴い、調達、製造、物流コストだけではなく、法人税・関税などの税

コストやリスク対応コスト等も考慮する必要があることが、さらにその評価を困難にしています。デロイト トーマツ コンサル

ティングでは、事業戦略をベースにしたサプライチェーンモデルの仮説に対して、データを活用し、従来のオペレーションコ

スト視点にとどまらず、税コストを含めた最適化コスト、リードタイム、投資回収、在庫効率、サプライチェーンにおけるリス

クファクタ（天災や社会リスク）を考慮した検証を行い、事業戦略に適合したサプライチェーンモデルを提案します。

サプライチェーンモデル再編の要因、および、再編にあたり直面する課題

拠点の分散や、サプライチェーンの分業化によりコスト・リードタイムなどの可視性が低下しています。また、M&A等の事

業再編も活発であり、事業再編に伴い、効果的にサプライチェーンモデルを見直し、スピーディにシナジー効果を創出す

ることも求められています。また、グローバル化により、TAXやリスク対応への比重が相対的に増加してきています。この

ように企業が適切なサプライチェーンモデルを設計するためには、様々な観点からサプライチェーンモデルを評価すること

が必要になってきています。

サプライチェーン再編の要因 サプライチェーンモデルデザインにおける課題

グローバル化

活発な
M&Aによる事業再編

水平分業化

 サプライチェーンが複雑化し、コスト・サービスレベルが正し

く把握できず、それらを最適化するための効果的な施策を打

てない（コスト、リードタイム、資産効率等の可視性）

 事業戦略の遂行に対して貢献できるサプライチェーンモデル

をデザインできない（適合性評価）

 サプライチェーン上のリスクが全体視点から判断できず、リ

スク対応のための効果的な施策を打てない（リスク）

 法人税や関税などのサプライチェーンと密接に関わる税コス

トが見えず、トレードオフを解消できない（TAX）

サプライチェーンモデルデザインサービスの特長

当サービスでは、デロイト トーマツ コンサルティングのサプライチェーン戦略に対する知見とデロイトアナリティクスのデー

タ解析の技術を結集して開発したサプライチェーンコストシミュレーションツールを用います。ツールの活用により、最短8

週間という短期間で、コスト・リードタイム・リスクなどを診断し、ビジネスモデルに対して最適なサプライチェーンモデルを

デザインし、提案いたします。診断結果については、コスト、投資効果等、経営レベルの意思決定に活用できるレポートを

提供します。
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ステップ2
Analyze：分析

ステップ3
Design：モデル定義

ステップ4
Plan：ロードマップ

ステップ１

Assess：調査

• サプライチェーンモデル、
事業シナリオ仮説の作成

• シミュレーションツールを
用いたインタラクティブな
検証

• コスト、リードタイム等に
よるサプライチェーンモ

デル評価

• 採用すべきサプライチェ
ーンモデルを選択、定義

• サプライチェーンモデル
の移行に必要な施策の

抽出、優先度付け

• サプライチェーンモデル
移行ロードマップの策定

• 事業戦略ヒアリング
• 検証シナリオ策定
• 業務基本情報（物流・商
流）のヒアリング

• 収集項目、収集元、デー
タ品質確認

アプローチ

データ分析とインタビューを通して、サプライチェーンモデルの仮説を定義し、評価を行うことでサプライチェーンモデル
の設計を行います。その際に、デロイトアナリティクスと開発したシミュレーションツールを用いることにより、インタラク
ティブにサプライチェーンモデルの検証を行うことが出来ます。

デロイト トーマツ コンサルティングの提供するサプライチェーンモデルデザインの主要なアウトプット

利益／コスト／リードタイム

サプライチェーンモデル

リスク（ SCM脆弱性）

ロードマップ

例：各シナリオ毎のサプライチェーンの弾力性例：各シナリオ毎のコスト・リードタイム

事業戦略から導出したシナリオを用いて、生産・物流・販売拠点、物流ルートの様々な組み合わせをコスト・リードタイ
ム・リスクなどの観点から定量的に評価し、サプライチェーンモデルを定義した上で、移行ロードマップを策定します。

例：コスト・リードタイム・リスク・在庫効率等を考慮し
た最適なサプライチェーンモデル

最適化前ルート
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例：サプライチェーンモデル移行ロードマップ

最適化後ルート
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